
投資ファンドのストラテジックキャピタル、京阪神ビルディング＜881
8＞にTOB

投資ファンドのストラテジックキャピタル（東京都渋谷区）は、京阪神ビルディングに対してTOB（株
式公開買い付け）を実施すると発表した。ストラテジックキャピタルは20年9月末時点で、共同保有者
の分を含め9.7％の株式を保有している。今回、約20％の株式を追加取得し、経営に対する発言力を高
めることが狙い。ストラテジックキャピタルは旧村上ファンド出身者が代表を務めている。

TOBは、投資会社で共同保有者のUGSアセットマネジメント（東京都港区）と組成したサンシャインH
号投資事業組合が実施する。京阪神ビルディングはまだ意見を表明していないが、今回のTOBは事前通
知や連絡が無く一方的なもの、とのコメントを出した。

買付価格は１株当たり1900円。TOB公表前営業日の終値1873円に対して1.44％のプレミアムを加えた
。買付予定数は1020万6100株で、下限・上限も同じ。応募株式数が下限に満たない場合は買い付けを
実施しない。上限を超えた場合は、その超えた部分の全部または一部の買い付けを行わない。

買付予定額は約193億円。買付期間は11月5日から12月17日まで。決済の開始日は12月24日。公開買
付代理人は三田証券とマネックス証券。


